
第6次長期総合計画資料への意見について（まとめ）※第9回審議会中止に伴い、審議会へ提出予定であった資料への意見をいただいたもの

NO
資料

番号
ページ 行 ご意見 反映状況等

1 1 4 6

６.まちづくりへの想い

想い　に　違和感があり調べたのですが、意味合いから　思い　が

良いのでは　と思いました。

「おもう」の使い分けでありますが、「おもう物の対象が心に浮かんでいる時は『想い』、

それ以外の一般的なものは『思い』を使う」とされており、100の暮らしは参加者に大切に

したい暮らしや残していきたい暮らしを想像しながら提案いただいたものでありますので、

「想う」としているものです。

2 1 13
注釈の

1

「80」代の親が「50」代の子どもの～

子ども　とありますが、この場合　自分の子限定なので、子　で良いのではと思います。

「80」代の親が「50」代の子の～

ご意見を踏まえ、「子」に修正します。

3 1 66 2

まちづくりに関わりたくなる環境づくり①に政策形成過程への市民活動団体の参画が記載されたのは、市民

の考え等が採用されることで効果を期待したい。

4 1
21・

28

全体的に特に修正したい点はありません。詳細丁寧でよく仕上がっていると思います。大事なのは市民あげ

ての実行・実現。がんばってください。

○目指す都市像について

個人的には5月時点までの前の案に未練がありますが、現案が大勢ならば了解です。

○市立病院について

気になるのは市立病院のことぐらい。市立病院では地域医療、福祉、特に高齢者の安全安心の要で、コロナ

禍でより存在意義を現わしていると思います。具体策は検討中なんでしょうが、病院の存続・充実に向け、

ぜひ前向きな取組を期待しています。

5 1 全般

最下段で注釈が記載されているのは好感を持つ。閲覧者が理解しやすい。

6 2 20

（2）働きながら安心して子育てができる環境づくり

①…病児保育などの充実を図り…とありますが、施策としては病児保育のみになりますか？

「病児保育」と「病後児保育」はまた違った意味合いがあります。共働き世帯の増加やひとり親世帯の増

加、周りに頼れる人がいないなど、働きながら子育てしている⽅にとって、子どもが病気になってしまった

時、どうしても仕事が休めない、熱は下がったけど登園させるのは心配…など、病児.病後児保育について

のニーズは高いと思いますので、「病後児保育」も施策に加えて頂きたいと思います。

ご意見を踏まえ、「病後児保育」を追加します。

資料６
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7 2 20

（3）全ての子どもたちの健やかな成長に向けた⽀援の充実

③地域全体で子どもたちの権利についての理解…とありますが、「子どもの権利」とは、⽣きる権利.育つ

権利.守られる権利.参加する権利などがあげられるのかと思いますが…地域の⽅々に理解して頂こうとする

ならば、この権利について誰が見てもわかるように、簡単に説明書きがあるといいと思います。

ご意見を踏まえ、以下のとおり注釈を追加します。

1990年 「子どもの権利条約｣が国際条約として発効され、この条約において、「⽣きる権

利」「育つ権利」「守られる権利」「参加する権利」の大きく4つが定められている。

8 2 28

資料１の７ページの人口特性に、少子高齢化が他市よりも顕著に進み、人口減少に歯止めがかからないとい

う記述がある。

資料２の28ページ第1節（１）の4項目に地域の役目として、応援・⽀援等を求める項目を設けてはどうで

すか。

（１）の項目名を「高齢になってもいつまでも⽣き⽣きと暮らせる地域づくり」としている

ことや、②の施策も「多様な主体により高齢者の日常⽣活の⽀援に努める」としているな

ど、地域に応援や⽀援を求める考えも入っているものです。

9 2 68

（２）④「分散している行政機能の集約に向けて、新たな庁舎整備の⽅向性を検討します。」の最後に早期

の実現を図ると加筆する。

庁舎整備に向けては、長期的な対応が必要であることから、前期基本計画の5年間において

は、まずは様々な可能性を検討していくとしているものです。

10 3 4

人口減少対策をして、将来人口目標を達成することは長期総合計画の主軸だと思いますが、年間30世帯105

人の子育て世帯の転入増は現実的なものなのかと思ってしまいます

令和2年また令和3年の転入数　転出数などの提示はできるでしょうか

また、移住・定住⽀援事業（例えば山元町のような）等の計画はあるのでしょうか

あるとしたら、入れていた⽅が良いと思います

・令和2年度の転入者数は1,892人、転出者数は1,851人であり、41人の社会増となっており

ます。令和3年度は7月末で転入者数は629人、転出者数は611であり、18人の社会増となっ

ております。

・子育て世帯の移住定住に向けた事業として「子育て・三世代同居近居住宅取得⽀援事業」

を実施しております。転入者の住宅取得費用の一部を助成するものであり、本事業とともに

他の子育て⽀援に関する事業の充実を図り、子育て世帯の転入増を目指すものです。

・子育て・三世代同居近居住宅取得⽀援事業の概要について注釈として示すことといたしま

す。

11 3 9

住みやすいと思う市民の割合を増やすために思うことです。

市外から移住されてきた⽅へ住んで良かったところ、伸ばしてほしいところのアンケート等を継続的にいた

だき、聞き続けて、できるところから少しづつ変えていくことも大事なことと感じます。

これは、定住を増やすことにもなるのではと思います。

子育て・三世代同居近居住宅取得⽀援事業によって転入いただいた世帯へアンケート調査を

行っております。住みやすいと思う理由や住みにくいと思う理由も回答いただいておりま

す。今後につきましてもニーズを踏まえながら施策の充実に取り組んでまいります。

2/3



NO
資料

番号
ページ 行 ご意見 反映状況等

12 3 18.19

塩竈らしさを⽣かした産業の活力づくり

・積極的な漁船誘致活動における目標値の未設定について

・大型遠洋鮪延縄船・巻き網船・鰹船・鮪一本釣船・北洋関係魚種船　官民一体化による取組が必要であり

ます。

水産品・水産加工品の販路拡大について

・新製品の開発と商談会の開催

・水産品三陸ひがしものPRの強化・取扱い業者新規開拓

・輸出商品の新規開拓・キハダ鮪の商材開発

・輸出商社の新規開発

商業の活性化

・宮町（門前町）市有地に塩竈物産センター開設

・鹽竈神社と門前町の連携強化

・新たな魚種の拡大に向けた成果指標として、「全水揚量に占める鰹・鮪一本釣漁業水揚量

の割合」を設定しております。漁船誘致のターゲットともしていることから、本指標が漁船

誘致活動を図る指標とも重なるものとしております。

・その他いただいたご意見につきましては、実施事業計画の中での反映など、今後の検討課

題とさせていただきます。

13 3 20

（４）重要業績評価指標（KPI）

・NO2鰹・鮪一本釣漁船における冷凍カツオ・マグロの水揚量の割合　理解できない

・NO7事業所数（民営）同数（2,849件）でありますが修正すべきと考えます。せめて成果指標NO5新規創

業者数40件を加えて令和8年度2,890件が妥当と思います。

・NO2については、成果指標名を「全水揚量に占める鰹・鮪一本釣漁業水揚量の割合」に改

めます。

・NO7事業所数につきましては、年々減少していく中、新型コロナの影響前の水準まで回復

させることを目指すもので、NO5の新規創業者数40件も含んでいるものとしております。

14 7 3

自主防災組織結成団体数ですが、町内会でのくくりでしょうか。

目標は1年に1団体とあり増える目標は良いと思います。でも実際は団体はあるが、活動をしていない団体も

あるとお聞きしました。高齢化も進んでいます。あるだけではなく活動もしていくように見ていくことも大

事だと思います。

自主防災組織は基本的に町内会単位で結成されるものです。

地域防災力の強化に向けて、活動状況の把握や適切な⽀援を行いながら、自主防災組織の育

成に努めてまいります。

15 7

成果指標の根拠や考え⽅について整理していただきましたが、基本計画の中でどこまで記載するかはスペー

スの問題もあり、要検討ですね。付属資料のようなものにしても良いかもしれません。

資料編などへ成果指標一覧に含めて掲載することを検討中です。
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